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　 7． 縮 言

　適〔耳．橘造物 カミ塑性麥形 やラテ v リ ト変形 、ワ リ
ー
プ変形を生ずる よ うな厳 しい 条4辱下 で

梗用され る」機会が多く なつ て iきて ひ る 。 しか、 し、 塑丿性変珂彡とうテェ ッ ト変形 、 クリ
ー

フ
『変形

は、それぞれ単独 に 19多くの研究が滅され て iき氏が、 それらの相 互 関係に つ い て は 十分 明

ら

聾魏 器 室瀰 勧 リ
ー J

・．Q．形 、蜘 ，US 、 。4髭 駅 報

に おi7ゐ繰返 し応
・
力 下の 粘 塑性変形すな 1つぢ塑牲 ひ ずみ ，ラテエ ッ トひ ずみ およ びワ リ

ー
プ

ひずみ の 累踏 動 に つ い て 窶験的に襯 しrc。

塵
　讖 片棚 はオ ー

ステナ イト系 ス テ 冫し ズ鋼 S ｛ノS
304 で あリ、直径 nnm の丸棒き図 1 に 示す砂 哨剖型 に

切削加 工 し、 ブa50　
“

C　Z“SU分閥保椅し茸 の ち空冷したも

の でめる 。 表1に 試験片の 4ぢ嘗成分を示す 。

　実験ロ試駿弟K 軸力ぎ加 之 、 径方向変位 を測足する

ことによ リ｛行フ 斥 。実験は真穴’

刀制御で行 い 、液1

力 を

変化 させ る場合畷 は鳶刀違度を2り〃伍姓 c ヒし斥 。

　繰返し廃力下の粘塑牲ひ ずみ ぎ t 時間に依右 し9’い
単調夐荷によ るもの ，繰返 し変形19 っ Zl生ずるむの

およ び旋刀
一
定の も とで畸間 ととむK 進行 す るb の と

に 分け て老乞る 尺め 、図 21て示 すよ う に全 ひずみ量を

弾牲 ひずみ量岱、塑性ひ ずみ量εP、褫械的ララェ ッ トひ

ずみ量ε
「
、およびクリー プひずみ量ε

C
に分角手する 。

−
　3」ブ　ク リ

ープ予変形が劉 生変形 に 5 之 る景彡響5
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図 2　繰返 レ夐荷下の

　　　粘 塑牲 愛形
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図 1 試 験片形状

表ゴ　試験片の化 ぎ成分 （％）

C　　5 ［　 Mn 　　P 　　S　　Ni　 Cr　 Fe
OO8 　10　　20 　0Q4 　QO3 　8，斈α5 　18−20 　残 り
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　図 3 ほ
一定旋力 Z47陥 で 70時 間保 特 しrcの ち 単軸引

3長リの 応カ
ー

ひ ずみ 曲線 で め る 。
これ よ リ、 リ リープ

予ひ ずみ後の 引張 リに お 1フる応カーひずみ 曲繰は ．焼

ぼ ま し越 にお 1フる単軸引張 リの庚
・

刀
一

ひずみ 曲線 に
一

致するこ とカミわか、 る 。 すな オっぢ、ワ リー
こプひ ずみ に よ

る丿馘料の加 工石費化 ぽ ．塑性予ひずみ に よ るそれ と同 じ

劾果き持 つ
。

　3．2　ラテェッ ト予変形カミ劉生
・9ヲ1彡1こ与乞る影響

　図4 ぽ 最丈旋刀（恥
・ 250煬 、飛力瓦 （最小府力／最

夫応力）R・　−04　T
’
　IOOO回徹 しrcの ち単軸 引張、リを行

フ 尺於刀
一
ひずみ曲線である 。 これ よ り．うテェッ トぎ

ひずみ 後の 引張 リぱ 、焼なま し越 の豌，カ
ー

ひ ずみ曲線

」：リわ ずカ・1訓 ・ さく 、ほぼ 平彳il：「g るこ とカミD か ゐ 。

　 3．3　クリ
ープ ・塑牲予変形 が クリ

ープ変形 1：与之

　　　　る影響

　図5 ω ぼ 一定勲 （k）f 　189tith　Z・　1時間保 持 し 丘のちし

αのより高い
一定応1力α≧）

’ 252MPqで ノ0畸閥保掎しr とき

の ク リ
ープひ ずみ

一
時間 曲線でめる 。図δω は

一定涜1

力σ乏）
・27嬲 で10時間保績 し鳶 の ぢ碗よ 9 高い

一定応力

（NS・24SMPa で 10時間保持 しにとさの ワリ
ープひ ずみ

一

塒聞曲線 である 。 π だし流鞭 力を全ひ ずみ εの 関数
　　　　σ ＝ チ （ε ）　　　　　　　　　　　　 （わ

と仮定する と 、 0セ）、0あば ．

　　　 働 ≧チ（ε
e

＋ε
F
＋ε勧 　 　 　 　 の

　　　 σあく∫（ε
e

＋ ε
P

＋ ξあ）　　　　　　 し3 ）

を満1三す 。 ほ だ し、＆ち、莇 ば ゼれ ぞれ第プ段保将時間

中の ワ リ
ープひずみ で あ る 。 図5 ω ．（ち）1：示すい ずれ

の 場合 む変重硫 ・

刀 下の ワリ
ー
プ変形は ．いわ ゆるひず

み石則匕貝1｝で表わ ず≧とカ｛で きる 。

　3．　4　うラ  ッ ト変
」

形 ヒク リ
ープ変形 の痢ヨ閲性

　図 6 ぱ 最丈飛・刀偏
＝ 25Z嬾 、 飛・力irt　R・−O・4 保持時

閥 1分の 台形波の応力信弓を与乞 た ときの （クリ
ープ

ひ ずみ ε
c

＋ うテェッ トひずみε
「

）と繰返 し数 く1の 閲係を

示す。 これ は保持涜1力C ・ 　248MPaの ク リ
ー　V

°

ひ ずみ
’
蹟

間曲線 と全く 一致 して い る 。 これよ り、台形i笈の保靖

時聞に出るクリー プひずみ に 」 る捌 の硬化がうヲ  ・y

トひずみ の発生を仰制して いる⊃ とがわ かる。
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　3，5　ク リ
ー

プ 予変形 力ミう テェ ッ ト変形 lc、与之 る景彡響
5

　 図 7 ．
8 は

一定応 力（kv’ 252MPaでノ0時 間保 捲 した の ち

引 続い て（肋琶最大応力 と して痢力比 尺・−04 の 三 角披の

府 力信号で500 回繰 返 し、次に 同 じ府 力比 で最大庚力

σ〜加威 2仞 〃駭で500 回 、（】b   3∋OIYPaで
’500回繰 返し

rcときの庚切
一
ひ ずみ曲線 と うテエ ッ トひずみ繰題 し数

曲線で ある 。ただ し 、

　　　　（伽 x 　〈チ（ε
e

＋ ε
「一

｝εξb＋αみ）　　　　　C4♪

　　　　O（pmtX ≧チ（ε
e ＋ ε

尸
＋＆ち＋施 ＋＆E｝）　 （5 丿

を　Pt　rcす． ここで 協 、εあ、εあ ぱ それ ぞれ （blcN “．
，す

る ク リ
ー

プひ ずみ L ラテrv トひずみ ．（肋 瞭 1：苅応する

ラテェ ッ トひずみ を表わす 。 図7 よ O 、8c6，＆ら20 とな

， て お り 、 ワ リ
ー

　J
°

予ひ ずみ 後塑牲 ひ ずみを生 じな い

最大1む力しベ ル では ラテェッ トひずみ ば ほ とん ど生 じ掌

い こ とがわか る 。 これ ほ ．鬚牲予変形後最大鳶力き誠

少さぜ 於状熊K お llる繰逗 し庚
’
力 下の 錫象と同じであ

る 。 まrc　sG》ぱ 、
クリ

ー
プひ ずみの 景響 を示さない 。 こ

の こ とか らク リ
ー

プ ひ ずみ に よ る加 工 硬 化ば 、 同
一塑

佐予ひずみによ る ものと同 じ効呆き示 して い る 。

　3．6　うテェッ ト予変形 力くク リ
ープ変形に 与乏る影響

　図9 は ．最夫於 力QD ＝ 24SMR
、 、旋

・
力比 R．−O．4の 三 角

波で500 回繰返 したあ ヒ（肋 で10畸問保 椅 したの ち（羅）
冨

268陥 ご10時閏保 掎 し たと きの庚，カ
ーひ ずみ曲線 e・あ

る 。 図8か らうテェ ッ ト予ひずみバ 同量の ワ リ
ープひず

み と同 じ劇 匕をうk らすこ とがわか る 。

　4． 結言

　SUS304 綢 の 室遍 に お ける塑性変形 ヒう チェッ ト

変形 、ワ リ
ープ愛形 誉勤 につ いて ．それ ξ）の相 互関係

を！契験的に 日目らカ、に しr： 。

蠶
　轍 張置の 黜乍に 多夫な御協力をい な だし味 光高丘

横器  の小 泉光男氏に 藻 く舳 い 緯 します。
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　 　 　 匕融 レ 教の 関係
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